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●自由律俳句で知られる尾崎放哉が定型句を詠んでいた時代の句のようです。青嵐は青葉を

揺らす強い風のことで、夏の季語です。綸は太い糸のことで、ここでは釣り糸のことです。

青嵐で波立つ水面を、力強く釣り糸を引っ張る大魚の姿がダイナミックに描かれています。

●「青嵐」は嵐というものの雨が降る荒れた天気の強い風ではなく、晴れた日にざわざわと

木立を揺らすような少し強めの風で、季節は今頃。青葉が風に吹かれ葉の表の青と裏の黄緑

が交互に光に当たってまぶしく鮮やかです。そこにざわめきの音が重なり、すがすがしい気

分をいっそう引き立てます。木立の揺れる音と葉のざわめきが初夏の音を響かせています。

●「青嵐」の意味は嵐ではなく初夏の乾いた空気の中を吹き抜ける爽やかなちょっと強めの

風のことのようですが、「青」と「嵐」の組み合わせの字面からは「青春の嵐」、例えば若

者達の異議申し立て、反乱を連想してしまいます。今から50年以上前に自民党の当選二回の

若手が中心となって保守政策集団「青嵐会」が作られました。昭和令和の保守主義を主導し

た人たちが平和ぼけの日本に巻き起こした青い嵐は中学生だった私もよく覚えています。

●自分たちのありたいと思う姿を「正義」に据え、歴史・伝統・文化の権威と形式のみに固

執する人たちが行うまつりごとは知性も見識もない似非保守主義です。自称保守主義者の本

質は権威がもたらす利権を保守することに固執する人たちではないでしょうか？「保守せん

がために改革せん」とは英国の保守党理論家の言葉です。保守は固執することではありませ

ん。何を保守するのかを「美しい日本の伝統・歴史・精神」などの言葉でごまかさず、事実

を精査・評価し共通認識を定め、守るべきことと変えるべきことを明確にして未来に進むこ

と、つまり知性によって過去に学び知性によって未来を作ることが真の保守ではないでしょ

うか。見たいことだけを見て、聞きたいことだけを聞きそれが日本の伝統と精神だと強弁す

る人たちには、初夏のすがすがしく力強い「青嵐」を吹かせることはできないでしょう。

青嵐綸をひき居る大魚かな
放哉（あおあらし）（りん）
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狂言綺語…善悪一如
日本社会はある時を境として、法令遵守（コンプライアンス）と説明責任（アカウンタビリティー）への

厳格な運用が求められるようになりました。今まで倫理観や慣習、不文律で上手に回してきた社会も法律の
仕組みの中で曖昧な境界線の行為は全て法律の言葉内に狭められる一方、運用する側はその境界線をずらし
て枠を自由に設定することを可能にしました。私の記憶では約30数年ほど前からです。それ以前と以後では
ビジネスのやり方も働き方も大きく変わりました。法令遵守はもちろん正しい会計処理、労働時間の制限と
健康管理、パワハラセクハラへの対応など、昭和育ちの会社員たちはスタイルと思考方法を根本的に変えな
ければ会社では生き残れないことを、強制的に突きつけられたのです。年功序列から能力主義へ、40才を境
にする選別、デジタル化、管理の厳格化等、それらは社員の精神を不安定にし鬱症状を訴える者の急増を招
きました。また年収も昇進しない限り頭打ちとなり、ベースアップという考えもなくなりました。あくまで
も私の肌感覚ですが、その時期と軌を一にして日本は現在にまで及ぶ長い停滞期に入ってしまったようです。
34年の会社員生活の中盤で起きた価値の転換、ルールの変更にも何とか対応することができ、恙なく会社

生活を終えようとした矢先に、私は人生唯一の懲戒、「戒告」を受けたことがあります。詳細を語る余裕は
ないので要点だけ申し上げると、会計処理で絶対してはいけないことの二つ、「付け替え」と「期ずれ」に
抵触してしまったからです。付け替えは本来の目的以外に「流用」すること、期ずれは売り上げ計上時期を
ずらすこと、利益隠し税金逃れに通じる行為だからです。不正と認定されたから戒告処分となったのは事実
ですが、言い訳をすれば、クライアントの会計処理に不正があり、その不正なお金を当方が売り上げ計上し
てしまったため、不正と認定せざるを得なかったのが実情なのです。規則運用の境界線は不動の線ではなく、
常に運用側の都合で移動可能な線であることを身をもって知らされた出来事でした。不文律や倫理観が曖昧
な境界線の役割を果たしていることで、社会の活力や協調を育み、潤滑油の役割を果たすという幻想はやは
り幻想に過ぎなかったのです。曖昧さは排除され、厳格な境界線を引くことを社会は要請しているのです。
それは境界線の内側が善、外側を悪と規定し緩衝地帯を排除することです。合わせて、境界線の移動を恣意
的にできることが権力で、境界線を自在に操ることがまつりごとであることもまた明らかになりました。
善悪の境界線は仏教では「善悪一如」ですから、明確な境界線を引くことは致しません。善悪の判断がで

きる方はお釈迦様だけです。私たちは善悪の境界線を行ったり来たりする存在です。私がそれを絶対善だと
思うことでも他者にとっては息苦しい苦痛かも知れないのです。よかれと思ったことが悪しかれとなること
もあるでしょう。「苦」からの解放が悟りの道である仏教では、善悪の境界線を決めることは逆に「苦」を
もたらすものになってしまうのです。ただ、「善悪一如」だから何をやっても良いと開き直ることではあり
ません。善も悪も自分の中に絶えず現れる心のあり方、行動だと自覚することから始まらなければなりませ
ん。親鸞聖人の煩悩熾盛、罪悪深重の自覚です。それはどのように善悪を理屈づけても体系づけても正当化
しても、生きることは煩悩熾盛、罪悪深重の我が身からは逃れることのできない我が身を生きることだとの
自覚です。だからこそ、聖人は他力本願の無量光を認識することができたのです。私たちは善悪の境を行っ
たり来たりの日々を、無量光の光、つまり阿弥陀如来のはからいに全てを委ねるとの覚悟です。これが他力
本願です。全てそのはからい、その光へとありのままの日々を送ることが善悪一如、悟りへの道です。
「戒」は五戒に代表される仏教徒の法律のように誤解されていますが、実は規則と全く異なる考えの基に

あるものです。不殺生（生命のあるものを殺さない）、不偸盗（与えられないものを取らない）、不邪淫
（みだらな男女関係を結ばない）、不妄語(いつわりを語らない）、不飲酒（酒類を飲まない）の五つが五戒
です。しかしこれは法律ではなく悟りへと向かう道を歩む者の、自ら心に誓って順守する徳目です。他から
の強制されるもの、罰が伴うものでもありません。自らに戒めて実践する間に、自ずからこの徳目が優れた
生活習慣となるように導かれる教えです。不殺生戒を字面の通り厳格に運用すれば私たちは食べるものが一
切ありません。ただ餓死するしかないでしょう。不殺生戒は私たちが他者のいのちを頂くことによって自分
のいのちを繋いで行くこと、そして自分のいのちも他者のいのちを繋ぐためのいのちであることを知ること、
その一点だけにある「戒」です。生きとし生けるもののどのいのちをどのような形で頂くかは、すべて自ら
の安らぎの処へ向かう日々の生活の中で自ら考え判断することです。その考えは我見ではなく善悪一如、お
釈迦様のはからいのままに考え、行うことです。このことを日常生活の行動と判断の言葉で語れば、善悪を
他者の決めた法律や決まり事で判断されるのではなく、自らの倫理、経験、他者との関係性、お互いの利益、
などを計った上で、自ずから心と体の指し示すままに行うことです。それは喜も怒も哀も楽もない融通無碍
の行い、自由にあるがままにこの世界を遊ぶことができる安らぎの処なのです。しかしこの考えは法律で全
てを判断しようとする人たちには好きなようにつけ込まれてしまうという危惧があります。なぜならば法律
を駆使する人たちは、自由にその法律の境界線を変えることができる人たちでもあるからです。
年金法の改正案が国会審議を通過するようです。あの法律は私の会社員時代の経験に照らし合わせると明

らかな「付け替え・流用」です。要約すれば厚生年金として集めたお金を基礎年金（国民年金）に流用する
法律です。理由は公平、救済など何とでもつけられますが、権力がルールを変更し境界線を自在に変更でき
る典型的な例です。善と悪が、ある正義からまた別の正義で定義づけられる世界に対して、私たちは善悪一
如が導く理想の世界を見据えることしかできないのです。理想なき現実が希望なき世界とならないためにも。


